
経営学研究科教授会議題及び議事結果 

 

日 時  令和８年４月１５日（水）１３：４５～１４：４５ 

出 欠  別紙のとおり 

 

前回研究科教授会（３月１６日）の議事結果の確認 

 標記について、異議なく確認した。 

 

審議事項 

１．寄附講義の申請について 

研究科長から、資料１に基づき説明があり、承認した。 

 

２． MBA の副指導教員について 

MBA教務委員から、資料２に基づき説明があり、承認した。 

 

３．博士論文指導委員の選出について 

大学院教務委員から、資料３に基づき説明があり、承認した。 

 

４．先行履修により修得した大学院前期課程科目の単位認定について 

大学院教務委員から、資料４に基づき説明があり、承認した。 

 

５．学校教育法施行規則の一部改正に伴う大学院前期課程（修士課程、専門職学位課程を含

む。）の入学資格に係る研究科規則の改正ついて 

入試学生委員から、資料５に基づき説明があり、承認した。 

 

６．学生の休学について 

入試学生委員から、資料６に基づき説明があり、承認した。 

 

７．学生の退学について 

入試学生委員から、資料７に基づき説明があり、承認した。 

 

報告事項 

１．全学委員会報告 

研究科長から、資料８－１、８－２に基づき報告があった。 

 

２．令和８年度個人研究費について 

研究科長から、令和８年度個人研究費の配分について報告があった。 

 

３．WoS 論文、国際共同研究支援経費について 

研究科長から、資料９に基づき報告があった。 

 

４．令和８年度「優秀若手研究者賞」の推薦について 

５．前之園記念若手優秀論文賞の募集について 

研究科長から、資料１０および資料１１に基づき、選考方法について報告があった。 

 

６．令和８年度科学技術分野の文部科学大臣表彰について 

研究科長から、資料１２に基づき報告があった。 

 

７．令和 8 年度経営学研究科入学者数について 

入試学生委員から、資料１３に基づき報告があった。 



 

８．令和 9 年度入学試験日程等一覧表について 

入試学生委員から、資料１４に基づき報告があった。 

 

９．大学院進学説明会について 

入試学生委員から、資料１５に基づき報告があった。 

  

１０．令和 8年度論文審査スケジュールについて 

大学院教務委員から、資料１６に基づき報告があった。 

 

１１．優秀国際論文賞について 

大学院教務委員から、資料１７に基づき報告があった。 

 

１２．六甲台後援会内部進学者への奨学支援について 

大学院教務委員から、資料１８に基づき報告があった。 

 

１３．六甲台後援会大学院学生海外派遣支援の募集について 

大学院教務委員から、資料１９に基づき報告があった。 

 

１４．SA、TA、STA、RA について 

大学院教務委員から、資料２０に基づき報告があった。ＲＡについては、本部からの

通知がまだのため、後日報告を予定しているとの説明があった。 

 

１５．神戸大学と清華大学との大学間学生交流実施細則の更新について 

国際交流委員会委員長から、資料２１に基づき報告があった。 

 

１６．卒業・修了生アンケート報告書／就職先機関インタビュー報告書について 

前大学院教務委員から、資料２２－１、２２－２に基づき報告があった。 

 

１７．第４回対話による価値共創ワークショップの開催について 

担当教授から、資料２３に基づき報告があった。 

 

１８．研究力開発国際セミナーの開催について 

担当教授から、資料２４に基づき報告があった。 

 

１９．令和８年度六甲台僚友会総会について 

研究科長から、資料２５に基づき報告があった。 

 

２０．学域会議・教授会の開催予定について 

研究科長から、資料２６に基づき報告があった。 

 

２１．その他 

  ・令和７年度経営学研究科僚友会決算報告について 

研究科僚友会幹事から、資料２７に基づき報告があった。 

 

 

 

 

 

 



◎教授会予定 

５月２０日（水）  １３：３０～ 

６月１７日（水）  １３：３０～ 

７月１５日（水）  １３：３０～ 

※８月は特別な議題がある場合を除き開催無し。 

９月 ２日（水）  １３：３０～ ※第１水曜日 

１０月２１日（水）  １３：３０～ 

１１月１８日（水）  １３：３０～ 

１２月１６日（水）  １３：３０～ 

１月２０日（水）  １３：３０～ 

２月 ８日（月）  １３：３０～ 

３月 ８日（月）  １３：３０～ 

３月１６日（火）  １３：３０～ 

 

 

以 上 


